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総合政策部企画政策課

平成21年度　実施状況



　　　　　わたしたち
目標Ⅰ　男女は、ともにめざします　～豊かなこころ～
１　社会制度・慣行の見直し

（１）男女共同参画の意識づくり

19 20 21 22 23 24

320
(H18实績)

340 360

380

(喜多方プ
ラザ等大規
模施設以外
の場合200)

400

(喜多方プ
ラザ等大規
模施設以外
の場合200)

420

(喜多方プ
ラザ等大規
模施設以外
の場合200)

250 200
630

(180:450）

b
男女共同参画推進員
の養成

地域や家庭において意識啓発を行い、男女共同参画の推進を
図るため推進員を養成する。

男女共同参画推進員養成講座を5回開催し、延136名の参加が
あった。
① 9/25   男女共生について、ワークショップ　25名(男性4
名、女性21名）
②10/15  子育てのごほうび　26名（男性2名、女性24名）
③10/29  講話「介護体験事例」、实技「太極拳ゆったり体
操」他　22名（男性5名、女性17名）
④11/20　講話「悩み、なやみ・・・自分さがし」　33名
（男性7名、女性26名）
⑤1/14　  講話「話し方」30名（男性14名、女性16名）
男女共同参画推進員「きたかた男女共生サポーター」を17名
（男性1名、女性16名）養成。サポーター登録は10名（平成
22年度から活動）

－ － － － － － － － －

c
意識啓発事業

関係団体と連携し、男女共同参画の意識の浸透を図る。
喜多方市男女共生のつどい实行委員会との共催による第5回
喜多方市男女共生のつどい、喜多方市ときたかた男女共生サ
ポーターの連携による男女共同推進養成講座を開催した。

－ － － － － － － － －

②情報の提供
a
男女共同参画に関す
る情報の提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。加えてH20から
は、市ホームページに男女共同参画のコーナーを開設し、男
女共同参画に関する各課情報やイベント、講演会等の情報を
収集し広く市民に情報提供する。

①広報
・喜多方市男女共同参画社会づくり功労者表彰式
・きたかた男女共生サポーター養成講座のお知らせ
②チラシ・パンフレット
・内閣府や男女共生センターから配布されたものをきたかた
男女共生サポーター等へ配布
③市ホームページに男女共同参画コーナー開設

－ － － － － － － － －

（２）男女共同参画社会づくり表彰

19 20 21 22 23 24

①男女共同参
画社会づくり
功労者表彰

a
男女共同参画社会づ
くり功労者表彰

喜多方市男女共同参画社会づくり表彰制度を設け、功績の
あった個人・事業所を表彰する。

3月30日表彰式实施
①個人部門
　・女性の部：応募者２名に対し、１名を表彰
　・男性の部：応募者1名に対し、１名を表彰
②事業所部門
　・２事業所の応募に対し、１事業所を表彰

－ － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

（３）男女共同参画の实態の把握

19 20 21 22 23 24

①市における
意識調査の实
施

a
男女共同参画に関す
る市民意識調査

男女共同参画基本計画の策定及び今後の施策展開の基礎資料
とするため、平成19年6月に市民意識調査と事業所アンケー
トを实施した。
調査結果概要をホームページに公表し、本市の現状を広く周
知する。

市民意識調査は实施しなかった。
平成24年度きたかた男女共生プランの見直しに向け、市民意
識調査の实施につき検討していく。

－ － － － － － － － －

②意識調査等
の情報収集

a
男女共同参画に関す
る意識調査等の情報
収集

男女共同参画に関する調査結果を収集し、情報を提供する。

市ホームぺージの、男女共同参画コーナーから関係機関の調
査結果が閲覧できるようにした。
・リンク先
　内閣府男女共同参画局
　福島県男女共生センター
　福島県男女共同参画ホームページ

－ － － － － － － － －

担当課事　業　内　容 指標の説明21年度实施内容 指標名

担当課

企画政策課

各総合支所総務課

事　業　内　容 指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

担当課

①啓発、広報
活動の促進

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明21年度实施内容

企画政策課

各総合支所総務課

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

施　策 事　業　名

男女共同参画の意識啓発のため、男女共同参画推進に資する
事業に対し、補助金を交付する。また、活動団体を育成し地
域における男女共同参画を推進する。

a
男女共同参画推進関
連事業

平成20年度は塩川ふれあい会館（定員200名）で实施
し、参加者数200名であったが、平成21年度は喜多方
プラザ大ホールを会場に開催したため、参加者数630
名（男性180名、女性450名）となった。

喜多方市男女共生
のつどいに参加し
た人数（名）

喜多方市男女共
生のつどい参加
者数

喜多方市男女共生のつどい实行委員会に対し事業費補助金を
交付。

第５回喜多方市男女共生のつどいは、11/2、喜多方プラザ文
化センターにて開催され、多くの市民が参加した。
　テーマ：男(ひと)と女(ひと)　フェアなまち・きたかたか
ら世界へ

21年度实施値の説明

21年度实施値の説明

施　策 事　業　名

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

1



　　　　　わたしたち
目標Ⅰ　男女は、ともにめざします　～豊かなこころ～
２　様々な学習機会をとおしての男女平等の意識づくり

（１）家庭における男女平等の意識づくりの支援

19 20 21 22 23 24

a
意識啓発事業

関係団体と連携し、男女共同参画の意識の浸透を図る。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-①-ｃ

再掲　Ⅰ-1-（１）-①-ｃ　　 － － － － － － － － －

b
男女共同参画に関す
る情報の提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。
加えてH20からは、市ホームページに男女共同参画のコー
ナーを開設し、男女共同参画に関する各課情報やイベント、
講演会等の情報を収集し広く市民に情報提供する。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-②-a

再掲　Ⅰ-1-（１）-②-a　　 － － － － － － － － －
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d
家庭教育学級事業

市内幼稚園や小中学校を拠点とした家庭教育学級の活動を通
じて家庭における男女共同参画意識の浸透を図る。

幼稚園、小中学校で保護者が集まる機会を活用し、保護者、
園児、児童生徒等を対象に家庭教育学級を实施しました。保
護者対象の学級には母親の参加が多い中父親の参加もあり、
家庭での男女共同参画意識が高まっている。
・实施講座数　  24講座
・参加者数　929人

－ － － － － － － － －
生涯学習課
(中央公民館)
(各総合支所教育課)

②相談体制の
充实

a
相談窓口の周知

男女が共に生きるうえでの諸問題で困ったときの相談窓口を
広報きたかた及びホームページに掲載し周知を図る。

ホームページに「男女共生のための相談窓口」を掲載 － － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

19 20 21 22 23 24

①個の尊重を
推進する教育
の充实

a
男女混合による教育
活動

学校における様々な教育活動の中で、男女がともに活動する
ことを通して、お互いに対等な立場で理解し合い、協力して
行動することの良さや大切さに気づかせ、行動できるように
する。
文部科学省の示す学習指導要領に基づき、中学校における家
庭科・技術科の男女混合による授業を实施する。
（平成4年度から实施）

学級活動及び道徳の時間、保健指導等において、男女の心や
体の発達の違い、男女協力等について指導し、授業の中では
勿論のこと、委員会活動・学校行事等を实践の場として取組
んだ。また，中学校技術・家庭科においては男女混合学習を
市内全中学校で实施した。

－ － － － － － － － －

2 4 6 7 7 7

2 5 6

b
思春期における性教
育の充实

思春期における性に関する指導や薬物乱用防止に関する指導
等の充实を図り、発達段階に応じた適切な性教育を 实施
し、性に対する正しい知識の理解を促進するとともに、保護
者に対して性教育の必要性について理解を促進する。

小学校における保健指導、及び、中学校における保健体育の
授業において、体や心の発達，喫煙防止、薬物乱用防止等の
指導を实施。また、ＰＴＡ教養講座等の機会に保護者への啓
発活動を实施した。

－ － － － － － － － －

児童生徒の性に関する様々な悩み事などの相談について、県
が中学校に配置するスクールカウンセラーや養護教諭等によ
り対応する。

生徒数の多い中学校4校(一中、二中、三中、塩川中)に県の
スクールカウンセラーが配置され、児童生徒等の悩みに対応
した指導を適宜实施した。

－ － － － － － － － －

思春期の性に関する様々な悩み事などの相談を受ける。
市内の5高校の生徒を対象に正しい性の知識を与え、生命の
大切さ心身の健康の大切さを考えさせる契機とするため産婦
人科医及び助産師の講話を实施（延べ生徒数751名）

－ － － － － － － － －
保健課
各総合支所市民課

保健課

各総合支所市民課

c
みんなの台所
(料理教室)

「食」を通じた健康づくりを学び、性別や年齢にとらわれず
に誰でも気軽に参加でき、楽しみながら食事づくりができる
料理教室とする。調理器具の使い方や調理の基礎、郷土の食
文化を学び、地元食材をとり入れた料理を作りながら、参加
者が自身の食行動や食をとり巻く環境について正しい情報が
選択できる力を身につける場にする。

5月～12月　毎月１回計9回实施。
・参加者延べ219名、うち14名が男性、16名が小学生。

みんなの台所参
加者数

みんなの台所に参
加した延べ人数
（名）

（２）学校における男女平等の意識づくりの浸透

21年度实施値の説明

①家庭におけ
る男女平等の
意識づくり

施　策

参加対象を広げたことで、親子で参加する方が増え
た。中には男子と参加する親が増え、加えて夫婦で参
加する組もおり、前年と比べて参加者の構成に広がり
が見られた。女性単独でなく家族を誘っての参加があ
り、目標を上回る結果となった。参加者219名のうち
男性14名、小学生16名。
（平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施
値を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。）

21年度实施内容 指標名 指標の説明

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）事　業　内　容

企画政策課

各総合支所総務課

担当課

学校教育課

c
性に関する相談への
対応

事　業　名

目標値であった。
中学校区７学区のうち５学区において設置されてお
り、21年度においては、新たに1学区において設置さ
れた。
・一中学区、二中学区、会北中学区、山都中学区、高
郷中学区、塩川中学区（新設）

中学校区（7校区）
を単位として設置
される地域学校保
健委員会の数（校
区）

②性に関する
教育の充实

a
小・中学校における
性教育の充实

地域学校保健委員会の設立を促進し、小・中学校における性
に関する指導や薬物乱用防止に関する指導等の充实を図り、
発達段階に応じた適切な性教育を实施し、性に対する正しい
知識の理解を促進するとともに、保護者に対して性教育の必
要性について理解を促進する。

中学校区7学区のうち6学区で、学校保健委員会を設置し、学
区内の小・中学校において共通した保健指導等を实施した。

担当課施　策 事　業　名 21年度实施値の説明事　業　内　容 指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

地域学校保健委
員会の設立数

2



　　　　　わたしたち
目標Ⅰ　男女は、ともにめざします　～豊かなこころ～
２　様々な学習機会をとおしての男女平等の意識づくり

19 20 21 22 23 24

③教職員及び
保育士の研修
の充实

a
教職員の研修機会の
充实

各種研修会への参加を促進するとともに、市内教職員を対象
とした研修等の内容の充实を図り、教職員の男女共同参画に
関する指導能力の向上を図る。

幼稚園研修会、教育講演会（22年2月開催）等を通して、幅
広く様々な講師の講演を聞き、教職員の識見を高め、男女共
同参画に対する意識の高揚を図った。

－ － － － － － － － －

④性別にとら
われない個性
と能力を活か
す進路指導

a
進路指導の充实

各小・中学校において、各種体験活動等の实施など工夫を凝
らした学習プログラムを展開し、男女の別なく幅広い職業選
択ができるよう、目的意識を育てる進路指導を行う。

市内全中学校で職場体験を实施するとともに、小学校におい
ても職場見学や社会人を招聘した授業を实施し、幅広く職業
を選択する能力を養うキャリア教育の充实に努めた。

－ － － － － － － － －

19 20 21 22 23 24

a
意識啓発事業

関係団体と連携し、男女共同参画の意識の浸透を図る。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-①-ｃ （1ページ）

再掲　Ⅰ-1-（１）-①-ｃ （1ページ） － － － － － － － － － 企画政策課
各総合支所総務課

b
男女共同参画に関す
る情報の提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。
加えてH20からは、市ホームページに男女共同参画のコー
ナーを開設し、男女共同参画に関する各課情報やイベント、
講演会等の情報を収集し広く市民に情報提供する。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-②-a　（1ページ）

再掲　Ⅰ-1-（１）-②-a　（1ページ）　 － － － － － － － － － 企画政策課
各総合支所総務課

②文化活動の
機会の提供

a
文化活動への支援

音楽や絵画教室など、文化活動の場は性別に関わりなく共通
の価値観を持った人々が対等に自己实現を図ることが出来る
ため、文化活動の機会の提供を通して男女共同参画の一層の
促進を図る。

平成21年4月に5団体が統合し発足した喜多方市文化協会へ活
動事業費を補助した。
美術館での各種展覧会の開催
・展覧回数　7回
・観覧者数　 7,050人

－ － － － － － － － － 文化課

123 130 135 140 145 150

123
139

(97:42）
128

(95:33）

指標名 指標の説明

21年度实施値の説明21年度实施内容

21年度实施値の説明

（３）生涯学習における男女平等の普及・啓発

指標名施　策 事　業　名

料理教室等の男女
共同参画に関する
生涯学習講座を受
講した人数
（名）

实施回数は計画通り实施できたが、1回当りの参加者
が若干尐なく目標値に達しなかった。男女が参加する
事業（きらめきサークル）では、男性の参加者数が増
加したが、女性の方が多く、男性の参加を促す工夫が
必要である。
・父来(トライ)倶楽部　（関柴公民館)
　お父さんを対象に色々な体験学習等を企画・实施。
　实施回数　7回　延参加人数　男性65人
・きらめきサークル　（熊倉公民館）
　男女分け隔てなく色々な体験学習等を企画・实施。
  实施回数　4回　延参加人数　42人(男性9人、女性
33人）
・お父さんの厨房　（豊川公民館）
　お父さんを対象に料理教室を实施。
　实施回数　2回   延参加人数　男性21人

担当課

担当課

学校教育課

生涯学習課

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

指標の説明

21年度实施内容

③生涯をとお
しての学習機
会の充实

a
男女共同参画に関す
る学習の充实

各種生涯学習事業の中で、男女共同参画社会の实現に向けた
学習の場を提供する。

男女共同参画社会をイメージできる学習機会を提供した。
男女共同参画に
関する生涯学習
講座の受講者数

① 男女平等に
関する学習機
会の充实

施　策 事　業　名 事　業　内　容

事　業　内　容

3



　　　　　わたしたち
目標Ⅰ　男女は、ともにめざします　～豊かなこころ～
３　男女の人権が守られる社会の形成

（１）人権侵害の防止のための啓発活動

19 20 21 22 23 24

a
男女共同参画に関す
る情報の提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。
加えてH20からは、市ホームページに男女共同参画のコー
ナーを開設し、男女共同参画に関する各課情報やイベント、
講演会等の情報を収集し広く市民に情報提供する。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-②-a

再掲　Ⅰ-1-（１）-②-a － － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

2 2 2
3

(再27)
3

(再28)
4

(再30)

2 21 26

19 20 21 22 23 24

a
法や人権に関する情
報の収集・提供

市民生活や人権を守っている様々な法や制度に関する情報を
各課から収集しホームページ等で情報提供を行う。

人権や法律について、主に相談窓口を市ホームページに掲載
例：福島地方法務局（女性の人権ホットライン）
　　福島労働局雇用均等室（職場内におけるセクハラや男女
　　均等、母性健康や育児・介護休業等に関する相談）

－ － － － － － － － －

企画政策課
(関係各課)

各総合支所総務課
(関係各課)

b
人権啓発活動

市内人権擁護委員による啓発活動
《再掲》　Ⅰ-3-（１）-①-ｂ

再掲　Ⅰ-3-（１）-①-ｂ － － － － － － － － －
生活環境課

各総合支所市民課

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

指標名 指標の説明

指標名 指標の説明

21年度实施内容

若松人権擁護委員
協議会喜多方方部
会が市内小学校、
児童クラブを対象
にいじめなどにつ
いて話し合う人権
教室を開催した回
数（回）

小学生を対象と
した人権教室の
開催回数

21年度实施内容

毎月広報に相談日を掲載し、定期的に人権相談会を实施。
・实施回数　22回
・相談件数　32件

担当課

21年度实施値の説明 担当課

生活環境課

各総合支所市民課

21年度实施値の説明

人権擁護委員等の協力により、市内の小学校、児童館
及び児童クラブで計26回人権教室を開催し、目標値以
上の結果となった。

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

事　業　名 事　業　内　容

施　策 事　業　名

①法や権利に
関する情報の
提供

（２）法や権利を知るための広報・啓発活動

①人権尊重の
ための活動の
推進

施　策

事　業　内　容

b
人権啓発活動

市内人権擁護委員による啓発活動

4



　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
１　男女がともに仕事と家庭を担うことのできる環境整備

（１）男女がともに担う家事・育児・介護の促進

19 20 21 22 23 24

①家事・育
児・介護の男
性参画の促進

a
男女共同参画に関す
る情報提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。また、関係機関が
实施する講演会等のチラシを地区公民館等に配布し、情報提
供を行う。
男女共同参画に関する情報の提供を行い、市民に各種講座へ
の参加を促すことで家事・育児・介護の男性参画を促す。
《再掲》Ⅰ-1-（１）-②-a

再掲　Ⅰ-1-（１）-②-a － － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

②家庭におけ
る男女共同参
画の意識づく
り

a
みんなの台所
(料理教室)

「食」を通じた健康づくりを学び、性別や年齢にとらわれず
に誰でも気軽に参加でき、楽しみながら食事づくりができる
料理教室とする。調理器具の使い方や調理の基礎、郷土の食
文化を学び、地元食材をとり入れた料理を作りながら、参加
者が自身の食行動や食をとり巻く環境について正しい情報が
選択できる力を身につける場にする。
《再掲》Ⅰ-2-（１）-①-ｃ

再掲　《再掲》Ⅰ-2-（１）-①-ｃ － － － － － － － － － 保健課

19 20 21 22 23 24

a
育児・介護休業制度
利用促進事業

育児・介護休業制度などの利用促進のため、広報きたかた・
パンフレット等を用い、制度の趣旨の徹底を図る。

・パンフレットを本庁舎及び各総合支所入口等に配置。本庁
舎入口に、雇用・就職情報提供コーナーを設置し、育児・介
護休業制度についてパンフレット等を配置した。
・今後は育児・介護休業制度などの利用促進のため、広報き
たかた等で制度の趣旨の徹底を図る。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

2 2 3 3 4 4

2 2 3

a
児童館・放課後児童
クラブ館管理運営事
業

放課後留守家庭になる小学校低学年児童を対象(登録制)に生
活の場の提供、遊びやその他の活動を通して健全な育成を図
ることを目的に運用する。
児童館と併設となっている施設については利用希望のある幼
児、児童生徒3歳から18歳まで利用できる。

喜多方10カ所、塩川4カ所、山都1カ所、熱塩加納2カ所
（新）計17カ所の児童クラブを開設し、508人（H21.12月末
現在）の児童を放課後に預かり留守家庭の就労支援に寄与す
るとともに児童の健全育成を図った。

－ － － － － － － － －

社会福祉課
（児童館・児童クラ
ブ館)

各総合支所市民課

b
児童手当支給事業

小学校修了(12歳到達後の最初の年度末)までの児童を養育す
る人に手当を支給することにより家庭における生活の安定
と、次代を担う児童の健全な育成及び資質の向上を図る。

平成21年度支給实績
・約延べ5,900人に支給し、児童養育家庭の生活安定を図っ
た。
　※支給総額　383,865千円
　　0歳～小学校終了前の乳幼児、児童へ支給。
　　3歳未満一律:月額10,000円
　　3歳以上(第1・2子）月額 5,000円(第3子以降10,000円)

－ － － － － － － － －

c
多子世帯保育料軽減
事業（県事業・Ｈ２１
に見直し）

子育てにかかる保護者の経済的な負担を軽減するため18歳未
満の子どもを3人以上養育している方で第3子以降が保育所に
入所している場合、保育料を助成し負担軽減を図る。

多子世帯の経済的支援策として第3子以降の児童が保育所等
に通所している場合、第3子目の児童の保育料を所得に応じ
て軽減。
・平成21年度　实績52名

－ － － － － － － － －

d
特別保育事業
(障がい児保育)

保育に欠ける軽度・中度の心身障がいを持つ乳幼児に、健常
児とともに集団保育をすることにより健全な情緒・社会性の
成長発達を促し障がい児の福祉の増進を図る。

公立保育所3ヶ所、私立保育所2ヶ所において障害児保育を实
施し健常児とともに集団保育することによって健全な成長発
達に寄与。
・私立保育所2ヶ所への補助金　1,728千円+824千円=2,592千
円

－ － － － － － － － －

e
特別保育事業
(地域子育て支援セン
ター)

交流の場の提供、子育て相談・援助、子育て関連情報の提
供、子育て支援に関する講習会等の開催、地域支援活動の实
施

0歳～就学前までの乳幼児と保護者の方々に遊びの場、子育
て情報交換の場を提供。
・平成21年度　利用者数延べ1,116人
・補助金7,491千円
　地域子育て支援センター(東町のびやか保育園)

－ － － － － － － － －

担当課

施　策 事　業　名

（２）子育て支援の促進

担当課

施　策 事　業　名

21年度实施値の説明

指標名 指標の説明

指標名 指標の説明

21年度实施値の説明

事　業　内　容

21年度实施内容

21年度实施内容

事　業　内　容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

企業内保育サー
ビス实施事業所
数

育児期にある労働者の就業を促進するため、企業内保育サー
ビスの普及啓発を図った。
ワークライフバランス推進に関する講演会のチラシの配布
や、アンケート調査協力依頼を通しての啓発。

育児期にある労働者の就業を促進するため、事業所に対し企
業内保育サービスの普及啓発を図る。

b
企業内保育サービス
普及事業

②子育てを支
援するサービ
スの充实

①育児を支援
する制度の普
及活動

商工課
社会福祉課

各総合支所
産業課・市民課

企業内保育所を有する事業所が1箇所増えた。

市内事業所で企業
内保育所を設置し
ている事業所数
(事業所)

社会福祉課

各総合支所市民課

5



　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
１　男女がともに仕事と家庭を担うことのできる環境整備

19 20 21 22 23 24

f
特別保育事業
(一時保育促進事業)

保護者がパートで仕事をする場合などの都合で週1日から3日
程度の保育が一定継続して必要な場合や入院、通院や介護、
育児に伴う心理的・肉体的負担などの事情で家庭保育が一時
的に困難になった場合などに保育を行う。

保護者の急な用件で保育が困難な場合の一時保育を实施。
・平成21年度实績 　1日利用344人、半日利用130人
・補助金1,350千円　東町のびやか保育園)

－ － － － － － － － －

14 14 14 14 14 14

14 14 14

h
特別保育事業
(乳幼児健康支援一時
預かり事業)

病後児保育(乳幼児健康支援一時預かり事業)病気回復期の満
3ヶ月から小学校低学年までの子どもを持つ保護者が仕事、
病気、事故、出産、冠婚葬祭等で保育ができないとき一時的
に預かり保育する。

病気の回復期で通所できない児童に対し保護者の就労支援の
対策として保育を实施。
・平成21年度　实績49人
・補助金　6,207千円　(東町のびやか保育園)

－ － － － － － － － －

i
特別保育事業
(延長保育促進事業)

通常の保育時間を延長して保育をすることにより保護者の就
労等の便宜を供与する。

保護者の通勤環境や就労状況に配慮し、長時間保育を实施す
ることにより子育てとの両立支援。
・補助金認可私立保育所4ヶ所×@4,248千円(基本)+282千円
(延長）=18,120千円

－ － － － － － － － －

j
乳幼児医療費助成事
業

乳幼児の疾病又は負傷の治療を促進し、乳幼児の保健の向上
を図る。

平成21年度实績
・助成件数　　42,840件
・助成金額 　 76,036千円

－ － － － － － － － －
保健課
 
各総合支所市民課

983
(H18实績)

1,000 1,020
1,040

(再2,700)
1,070

(再2,700)
1,100

(再2,700)

2,554
2,779

(16:2763)

2,712
(30：
2682)

l
国民健康保険出産育
児一時金受領委任払

出産時に窓口で支払う費用負担の軽減を図るため、国民健康
保険から支給される出産育児一時金の受領を医療機関へ委任
することを世帯主が希望する場合、出産育児一時金を市が直
接医療機関へ支払う。

平成21年度实績 15件　5,640千円
（内訳）＠35万円×2＝700千円　＠38万円×13＝4,940千円
　　＊委任払制度はH21.9.30で廃止

－ － － － － － － － － 保健課

③育児に関す
る相談体制の
充实

a
特別保育事業
(地域子育て支援セン
ター)

交流の場の提供、子育て相談・援助、子育て関連情報の提
供、子育て支援に関する講習会等の開催、地域支援活動の实
施
《再掲》　Ⅱ-1-（2）-②-e

再掲　Ⅱ-1-（2）-②-e － － － － － － － － －

 
社会福祉課

各総合支所市民課

19 20 21 22 23 24

①介護を支援
する制度の充
实

a
介護保険事業

介護者の負担を軽減するため、様々な介護保険のサービスを
利用することで、要介護者・要支援者ができるだけ自立した
生活を過ごすことができるよう介護を社会全体で支える制度

要支援・要介護者が介護サービスを利用できるよう介護保険
事業を運営した。
・居宅介護サービス受給者数　15,028件
・地域密着型サービス受給者数　1,745件

－ － － － － － － － －
高齢福祉課

各総合支所市民課

②介護に関す
る相談体制の
充实

a
包括的支援事業

高齢者に関する様々な相談や介護、保健、医療との連携によ
り、地域でできるだけ自立した生活ができるよう支援する。

高齢者に関する相談に対応した。
・地域包括支援センターによる相談件数　8,880件

－ － － － － － － － －
高齢福祉課

各総合支所市民課

担当課施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

社会福祉課
保健課
各総合支所市民課

施　策 事　業　名

k
育児サークル、メー
リングリスト

g
特別保育事業
(保育所地域活動事
業)

21年度实施内容

社会福祉課
・育児サークル参加者　延50名（児童館のみ）
保健課
・育児ｻｰｸﾙ参加者 　延2,662名　(男性30名）
・ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ　  　　延141名（H20 126名）

事　業　内　容 21年度实施値の説明

子育て環境が著しく変化する中で、子育てに悩みを持つ親同
士が情報交換し、問題解決にとりくみながら安心して子育て
ができるよう支援する。

保育所等に設置
されている育児
サークルの参加
者数

保育所、児童館、
公民館に設置され
る育児サークル参
加延べ人数（名）

(社会福祉課）
・育児サークル参加者　延べ　50名
(保健課）
・育児サークル参加者　延べ2,662名(男性30名) 134
回

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

指標名 指標の説明

（３）介護支援の促進

世代間交流事業
・老人施設を訪問して一緒に手遊びをしたり歌やお遊戯を発
表してお年寄りと交流する。
・お年寄りを保育所に招待し昔の遊び、行事を一緒に楽し
む。
・夏祭り、芋煮会など地域の人たちと一緒に楽しむ。

公立保育所10ヶ所、私立保育所4ヶ所において世代間交流事
業を实施
・私立保育所への補助金@150千円×3ヶ所=450千円
　例：昔の遊びをお年寄りと一緒に楽しんだ。

特別保育事業实
施保育所数

②子育てを支
援するサービ
スの充实

担当課

老人施設の訪問等
の世代間交流を
行っている保育所
数（保育所）

目標値であった。
市内認可保育所4施設、公立保育所10施設において实
施された。高齢者との交流なかで昔の遊び、行事の伝
承、思いやりの心の醸成が効果として考えられる。

社会福祉課

各総合支所市民課

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）
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　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
２　多様な働き方を実現するためのしくみづくり

（１）雇用における募集・採用、配置・昇進の機会均等の促進

19 20 21 22 23 24

①労働に関す
る法の遵守
（主体：雇用
者）

a
法令遵守促進事業

雇用主が就業規則等に盛り込まなければならない男女雇用機
会均等法、労働基準法、育児・介護休業法などの基本的な事
項を、定期的に広報に掲載し、関係法令の遵守を促進しま
す。

・労働相談等の記事を広報きたかたに掲載。
（９月号　福島労働局、福島県労働委員会が实施する総合労
働相談）

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

②労働に関す
る制度の活用
（主体：被雇
用者）

a
法令遵守促進事業

雇用主が就業規則等に盛り込まなければならない男女雇用機
会均等法、労働基準法、育児・介護休業法などの基本的な事
項を定期的に広報に掲載し、従業員が育児や介護のため各種
制度を利用できる環境を作り、利用促進を図る。

・労働相談等の記事を広報きたかたに掲載。
（９月号　福島労働局、福島県労働委員会が实施する総合労
働相談）

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

③労働条件の
改善の促進

a
労働環境整備促進事
業

男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・介護休業法などの
基本的な事項を定期的に広報に掲載し、喜多方労働基準監督
署等と連携しながら、性別を理由とする差別の禁止や妊娠出
産後にも復職できる環境を作る。

・労働相談等の記事を広報きたかたに掲載。
（９月号　福島労働局、福島県労働委員会が实施する総合労
働相談）

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

19 20 21 22 23 24

①労働環境の
改善の促進

a
無料労働相談事業

労働環境の改善を図るため、相談体制の充实を図る。

・緊急経済・雇用相談窓口を設置
・ワンストップサービスディの实施（12．21　ハローワーク
喜多方）市、ハローワーク喜多方、社会福祉協議会等関係機
関が連携し、雇用・労働に関する各種窓口を設け实施。労働
問題相談（喜多方労働基準監督署）、心の相談（会津保健福
祉事務所「会津保健所」）なども实施
・福島労働局総合労働相談コーナー

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

②企業内保育
サービスの普
及･啓発

a
企業内保育サービス
普及事業

育児期にある労働者の就業を促進するため、事業所に対し企
業内保育サービスの普及啓発を図る。
《再掲》Ⅱ-1-（2）-①-b

再掲　Ⅱ-1-（2）-①-b － － － － － － － － －

商工課
社会福祉課

各総合支所
産業課・市民課

2 2 2
3

(再4）
3

（再4）
3

(再4）

2 4 4

19 20 21 22 23 24

①職場におけ
る男女平等の
实現

a
労働環境改善事業

喜多方労働基準監督署、ハローワークと共催し、制度に関す
る講習会等を開催する。
男女雇用機会均等法、労働基準法、育児・介護休業法などの
基本的な事項を定期的に広報に掲載する。
女性の基本的な権利や制度の周知を図り、男女平等の意識づ
くりを図る。

チラシの配布による啓発を行った。
本庁舎入口に、雇用・就職情報提供コーナーを設置し、育
児・介護休業制度についてパンフレット等を配置した。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

－
新規
2 3 4 5 6

－ 0 0

③男女の均等
な機会と待遇
の確保など、
多様な働き方
を可能とする
労働・就業環
境の整備

a
労働・就業環境の整
備促進事業

女性が持つ能力を発揮できる職場環境の整備促進を図る。
多様な就労形態が取れるよう、労働・就業環境の整備を図る
ため情報提供をすすめる。
喜多方市勤労者互助会への加入促進を図り、未組織労働者の
福利厚生事業を支援する。

勤労者互助会の新規加入は９名中７名が女性会員。 － － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

担当課施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

21年度实施値の説明 担当課

新規創業のため
の融資制度を受
ける女性起業家
の利用件数

市、県、国民生活
金融公庫における
新規創業のための
融資制度を利用し
た女性起業数
（件）

21年度实施内容

21年度实施内容

在宅ワークセミナーの開催
第1回　基礎講座　11/19（36名参加）
第2回　实践編①　12/1、2（18名参加）
第3回　实践編②　12/9、10（23名参加）
第4回 基礎講座　22.2/16(2回）、18（45名参加）
延122名参加（平成20年度　延54名）

21年度实施値の説明 担当課

指標名 指標の説明

指標名 指標の説明

在宅ワーク・再
就職セミナー開
催回数

在宅ワーク・再就
職セミナー等、再
就職に向けた講座
の開催回数（回）

在宅ワークセミナーを4回開催し、延べ122名の参加が
あった。就職实績16件

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

商工課

各総合支所産業課

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

商工課

各総合支所産業課

（２）労働における環境条件の整備促進

施　策 事　業　名 事　業　内　容

③多様な就労
形態への理解
の促進

a
在宅ワーク・再就職
セミナーの開催

育児期や介護期を終え、再就職に意欲を持つ女性を支援す
る。再就職に向けた技能の向上や意欲を持たせるための講座
等を開催していく。

（３）働くための意識づくり能力開発への支援

施　策 事　業　名 事　業　内　容

②能力開発へ
の支援

a
新事業・起業支援事
業

女性のチャレンジに対する支援を行うため、起業するに当
たっての助成制度や支援策を進める。

新規創業のための融資制度を創設し、起業支援を図っ
たが、経済不況・雇用不安の中で、新規創業者の实績
は無い。（※男性の利用も無し）

・起業するにあたっての融資制度、信用保証料の補助制度の
PR
・資金融資制度について、広報きたかた12月号に掲載。
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　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
２　多様な働き方を実現するためのしくみづくり

19 20 21 22 23 24

①「農林、自
営業に従事す
る女性の労
働」に対する
理解促進

a
自営業従事者就業環
境改善事業

女性が果たしている役割の重要性について適正に評価され、
良好な就労環境となるよう、啓発を推進する。

会津喜多方商工会議所女性会、各商工会女性会の活動支援を
通して、女性の就労環境の改善を図った。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

199 205 210 215 220 225

199 181 177

b
農業経営改善事業指
導事業

農業普及所等の関係機関と連携し会議や研修などの機会をと
らえ家族経営協定の周知を行い、女性の経営参画と後継者確
保のための取り組みを促進する。

農業普及所等と連携し、農業者へ家族経営協定の周知を行
う。

－ － － － － － － －
農業委員会

各総合支所産業課

11 12 14 16 17 18

11 12 14

－
新規
1 1 2 2 3

－ 1 1

③健康管理体
制の充实

a
健康増進事業

商工業に関係する女性団体の組織を通し、健診等の積極的な
受診を促進する。

会津喜多方商工会議所女性会、各商工会女性会の活動支援を
通して、健康管理の重要性を深く認識してもらった。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

19 20 21 22 23 24

①パートタイ
ム労働に対す
る理解の促進

a
パートタイム労働者
雇用環境改善事業

パートタイム労働法の趣旨を各事業所に周知し、パート労働
者の雇用環境の整備と均衡の取れた待遇を推進する。

パートタイム労働法の趣旨を広報紙等を活用し、各事業所に
周知を図る。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

19 20 21 22 23 24

100 200 200 200 200 200

100 150 150

－
新規
1 1

2
(再8）

2
(再8）

3
(再8）

－ 2 5

（４）農林、自営業等に従事する女性の就業環境の改善への支援

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性） 担当課21年度实施値の説明21年度实施内容 指標名 指標の説明施　策 事　業　名 事　業　内　容

商工会議所女性
会及び商工会女
性会の会員数

会津喜多方商工会
議所女性会、塩川
町商工会、熱塩加
納商工会、山都町
商工会、高郷商工
会の各女性会会員
数（名）

各種講習会を開催。
農家民宿新規開業者研修（7/30・8/4　11名）
受入れ研修（8/7・8　3軒）
野菜ソムリエを活用した受入れ農家の料理勉強会
（第1回12/7  10名　第2回12/14  15名）
豊かな体験学習を創る講習会（12/15～17）
第一部体験活動プログラムの作成手法　17名
第二部体験活動の安全対策　15名

女性１名が受験し合格した。

21年度实施内容

　平成21年度女性会員数は、会津喜多方商工会議所51
名、熱塩加納22名、塩川48名、山都36名、高郷20名の
合計177名となっており、20年度より4名減尐してい
る。

指標名事　業　内　容事　業　名

（５）パートタイム労働者の労働条件の改善

②農林、自営
業に従事する
女性のための
能力開発の支
援と学習機会
の提供

施　策

ベジタブル＆フルーツマイスター（通称：野菜ソムリエ）を
育成し、喜多方の農産物をＰＲし、販売促進につなげる。ま
た、講演会を開催し、制度の普及拡大、情報発信を意識した
生産体制を構築する。

ｄ
野菜ソムリエ育成

ｃ
グリーン・ツーリズ
ムの推進

グリーン・ツーリズムに取り組む個人やグループに対して、
男女共同参画の学習機会の提供とともに各地域に応じたグ
リーン・ツーリズムを全市的に推進する。

a
女性団体等組織強化
推進事業

商工業に関係する女性団体の組織強化を図り、女性同士の
ネットワーク作りを推進する。

女性経営者の経済的・社会的地位の向上のため、女性団体の
組織強化・ネットワーク作りを推進する。

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

目標値以上であった。
・喜多方観光協会情報誌「観光ネットワーク」に5回
掲載

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

観光交流課

各総合支所産業課

指標の説明

指標名

観光交流課

各総合支所産業課
女性１名が受験、合格し、目標値に達した。

野菜ソムリエの資
格を取得した女性
の数　（名）

野菜ソムリエ資
格取得者数

21年度实施値の説明 担当課

21年度实施値の説明 担当課

グリーン・ツー
リズム交流人口
【総合計画】

グリーン・ツーリ
ズムで本市を訪れ
た年間の人数（千
名）

目標値であった。
・農業体験の受入　児童・生徒数　7,437人
・農泊数：590人泊

指標の説明

商工課

各総合支所産業課

観光交流課

各総合支所産業課

観光分野におけ
る広報きたかた
等への女性記事
掲載回数

広報きたかたや
観光ネットワーク
に観光分野で活躍
する女性記事を掲
載した回数（回）

（６）観光分野における男女共同参画の促進

2月28日並びに3月24日に市民を対象としたおもてなし向上セ
ミナーを实施。
また、各種団体の要請により出前講座を实施。
・平成21年度　7回開催。

①「喜多方流
おもてなし」
の普及・啓発

a
「おもてなし向上セ
ミナー」及び「おも
てなし出前講座」の
实施

観光関連事業者、観光ボランティアを含む全ての市民を対象
とした「おもてなし向上セミナー」を開催する。

②観光の方針
決定過程への
女性参画の拡
大

a
観光関連事業所や観
光関連ボランティア
活動における女性の
登用の促進

観光振興における女性の感性の必要性を啓発することによ
り、観光関連事業所における女性の登用や観光関連ボラン
ティア活動への女性の参加を促す。

観光コンシェルジュ養成講座の受講及び観光コンシェルジュ
認定試験の受験にあたり、女性の参画を促した。

おもてなし向上
セミナー等の新
規受講者数

おもてなし向上セ
ミナー及びおもて
なし出前講座の年
間新規受講者数
（名）

おもてなし向上セミナー参加者 約120名
出前講座参加者　約200名
　計320名（20年度計230名）
うち新規受講者　150名
前年度受講者の再参加が多い他方で、新規受講者は目
標値までの伸びを見せていない。

観光交流課

各総合支所産業課

事　業　内　容施　策 事　業　名

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）21年度实施内容
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　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
３　地域における男女共同参画の推進

（１）地域活動における男女共同参画の理解促進

19 20 21 22 23 24

①地域活動を
とおしての男
女共同参画の
推進

a
地域活動への参加促
進

防犯活動、運動会、廃品回収など各種地域活動に男女が積極
的に参画する意識を醸成し、地域における男女共同参画の推
進を図る。

各種地域活動においても男女が積極的な活動を展開できるよ
う、補助金情報をホームページに掲載したり、様々なテーマ
での講演会を实施。

－ － － － － － － － －

a
男女共同参画推進員
の養成

地域や家庭において意識啓発を行い男女共同参画の推進を図
るため推進員を養成する。
《再掲》 Ⅰ-1-（1）-①-b

再掲　Ⅰ-1-（1）-①-b － － － － － － － － －

b
ふるさと創生事業に
よる支援

住民が自ら考え、自ら实践する地域活動において、男女共同
参画の促進を支援するため、ふるさと創生事業により補助金
を交付する。

・平成21年度实績　12件　　2,097千円 － － － － － － － － －

19 20 21 22 23 24

団体4

個人39
(H18实績)

6

50

8

60

10

70
(再90)

12

80
(再100)

14

90
(再110)

団体5

個人68

7

74

7

79

10 11 13
14

（再21）
15

(再22）
16

(再23)

10 13 20

②ボランティ
ア活動に関す
る情報の提供

a
情報の提供

市が設置した喜多方市ボランティア活動支援センターの機能
を充实させ、男女がともにボランティア活動に参加しやすい
環境を整備する。
市主催のイベントにおいても、市民がボランティアとして参
画できるよう促進する。

喜多方市ボランティア活動支援センターを管理・運営する喜
多方市民活動サポートネットワークに対し事業費補助金を交
付し支援。

－ － － － － － － － － 全庁

19 20 21 22 23 24

a
清掃活動

市民による清掃活動において、男女がともに参加協力する取
り組みを推進する。

団体等で实施する清掃活動に対して、ゴミ袋の提供や回収作
業の支援。

－ － － － － － － － －

52
(H18实績)

80 95 110 125 140

56 58 62

①環境美化活
動における男
女共同参画の
推進

（３）人と自然に配慮した環境づくりの推進

生活環境課

各総合支所市民課

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明 担当課21年度实施内容

目標値（再：再設定値）
下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

指標名 指標の説明

指標名 指標の説明

上段：目標値

担当課

21年度实施値の説明 担当課

企画政策課

各総合支所総務課

21年度实施値の説明

①ボランティ
ア活動への支
援

21年度实施内容

施　策 事　業　名 事　業　内　容

②まちぐるみ
の男女共同参
画社会づくり
への支援

b
NPO法人等市民活動に
対する支援

21年度实施内容

（２）ボランティア活動の推進

施　策 事　業　名 事　業　内　容

a
喜多方市ボランティ
ア活動支援センター
運営団体への支援

市が設置した喜多方市ボランティア活動支援センターの機能
を充实させ、男女がともにボランティア活動に参加しやすい
環境を整備する。

喜多方市ボランティア活動支援センターを管理・運営する喜
多方市民活動サポートネットワーク（H21.12よりNPO法人
化）に対し事業費補助金を交付。

専任職員によるＮＰＯ（特定非営利活動）法人化促進に向け
た相談業務を行ったほか、既存NPO法人に対し随時情報提供
を行った。
平成21年度NPO相談・支援实績：相談 3件

企画政策課

各総合支所総務課

喜多方市ボラン
ティア活動支援
センター運営団
体の団体会員、
個人会員数
【総合計画】

喜多方市ボラン
ティア活動支援セ
ンター運営団体の
団体会員、個人会
員数
(上段：団体会員
数、下段：個人会
員数)

団体の会員数は昨年と同数であり、個人会員数は目標
値以上であった。

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

7団体が新規認可され、市内NPO法人は20団体となっ
た。

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

市内で活動してい
るＮＰＯ法人の組
織数　　（法人）

市内ＮＰＯ法人
組織数
【総合計画】

ＮＰＯ活動に関する情報提供や相談等の支援に努め、ＮＰＯ
法人の組織化を支援するとともに、ＮＰＯ法人がまちづくり
に積極的に参画できる環境を整備する。

応募者は徐々に増えているものの、固定化している面
も多いことから、件数はあまり伸びていない。さらに
全市的なＰＲが必要。
　写真部：幼保4園、小学校13校、中学校2校、17団
体、11個人
　現　地：学校の部8校、4団体、3個人

b
花植え活動

花いっぱい運動を推進し、男女が共に協力し自分たちの住む
地域を美しくすると共に、花や木を育てる中で慈しむ心を養
い、思いやりの心を育てることを目的として实施する。

花とみどりのまちづくり推進会議の事業として、花いっぱい
コンクール、花づくり支援事業、フラワーマップ作成。

花いっぱいコン
クール参加件数
【総合計画】

花いっぱいコン
クールに応募され
た年間の件数
（件）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

9



　　　　　わたしたち
目標Ⅱ　男女は、ともに築きます　～いきいきとした家庭・職場・地域～
４　国際的視野の拡大と交流の推進

（１）平和への貢献と国際理解の推進

19 20 21 22 23 24

①国際的規範
の受け入れと
広報周知

a
男女共同参画に関す
る情報の提供

男女共同参画は、国際的な動きと綿密な関係にあることか
ら、国際的動向の資料収集を行い、市民に情報を提供する。
広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。
加えて平成20年度からは、市ホームページに男女共同参画の
コーナーを開設し、男女共同参画に関する各課情報やイベン
ト、講演会等の情報を収集し広く市民に情報提供を行う。
また、関係機関が实施する講演会等のチラシを地区公民館等
に配布し、情報提供を行う。
《再掲》　Ⅰ－1－(1)－②－a

再掲　《再掲》　Ⅰ－1－(1)－②－a － － － － － － － － －

②平和や命の
大切さを尊ぶ
心の醸成

a
「非核平和のまち」
宣言関連事業の推進

「非核平和のまち」宣言に基づき、平和や命の大切さを尊ぶ
意識を醸成するため関係機関と連携して事業を展開する。

第1回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクールを
開催。習字216点、作文28点の応募があった。
9月24日表彰式を行った。

－ － － － － － － － －

92
(H18实績)

125 150 175 200 225

104 110 107

19 20 21 22 23 24

①グローバル
な問題に対す
る女性の参画
の促進

a
地域循環型社会の形
成

環境保全活動等のグローバルな課題は、今後一層重要性が増
すものと考えられ、環境分野における男女共同参画の促進を
図る。
一般家庭から排出される廃棄物及び資源物を適正に分別し、
ゴミの減量化と再資源化を図り、循環型社会の形成を促進す
る。

廃棄物減量推進員を委嘱し適正な分別指導を实施。
・平成21年度　233名（女性は25名）

－ － － － － － － － －
生活環境課

各総合支所市民課

②自然環境と
生活環境の確
保のための取
り組みの推進

a
環境美化の促進

自然と共生する美しく快適なまちづくりを男女がともに推進
する。
ごみのポイ捨てや犬のふんの放置、電化製品等の不法投棄の
防止に努め、市内一斉清掃を实施することにより、美しいま
ちづくりを推進する。

不法投棄等防止推進員を委嘱し不法投棄のポイ捨て防止の指
導を实施。
・平成21年度　274名（女性は21名）
市民による清掃活動を实施。
・平成21年度　3回

－ － － － － － － － －

指標名 指標の説明

各種国際交流事業
への参加者数
（名）
ウィルソンビル受
入・派遣
中国宝鶏市交流
高郷町－韓国新上
中学校交流
山都町国際交流協
会－国際理解講座

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

21年度实施内容

21年度实施内容

担当課

担当課

（２）環境保全への積極的な参加促進

施　策 事　業　名

企画政策課

各総合支所総務課

事　業　名施　策

事　業　内　容 21年度实施値の説明

事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明

新型インフルエンザの流行、国内の経済状況の悪化な
ど社会情勢の変化により事業中止となったものもある
ため、目標値には達しなかった。

③国際交流、
国際理解の推
進

a
国際交流推進事業

国際交流を推進し、市民レベルでの国際理解を深める機会の
充实を図る。

会津国際交流協会によるウィルソンビル市への短期研修生
（中高校生）の派遣、日本語教室の開催。
・短期研修生派遣10名（中学生 8名、引率2名） 10/28～
11/7
・日本語教室参加者　30名
21世紀東アジア青尐年大交流計画事業
・農業研修
　タイ青年受入 28名（研修生25名、事務局3名）4/23～28
・国際理解
　ミャンマー、ベトナムの報道関係者20名　10/29～11/8
山都町国際交流協会事業　国際理解講座　2/7
　講師：小熊則子氏　山都一小6年生：19名

国際交流事業参
加者数
【総合計画】

10



　　　　　わたしたち
目標Ⅲ　男女は、ともに参加します　～対等な立場で担う社会～
１　様々な意思決定過程への男女共同参画の拡大

（１）行政の審議会等における女性委員の参画推進

19 20 21 22 23 24

22.5 25 28 31 35 36

22.5 22.6 29.3

②方針決定過
程への男女共
同参画の拡大

a
方針決定過程への女
性参画推進

審議会等における女性委員の割合を公表し、市民生活の方針
決定における男女共同参画の必要性について関係団体や市民
に理解を求める。

各種委員会における女性登用率の目標数値及び实績について
ホームページに掲載した。

－ － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

19 20 21 22 23 24

a
男女共同参画推進員
の養成

地域や家庭において意識啓発を行い男女共同参画の推進を図
るため推進ボランティアを養成する。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-①-b

再掲　Ⅰ-1-（１）-①-b － － － － － － － － －

b
男女共同参画に関す
る情報提供

広報きたかたによる定期的な情報提供やチラシ・パンフレッ
ト等によるタイムリーな情報提供を行う。
加えてH20からは、市ホームページに男女共同参画のコー
ナーを開設し、女性人材育成に関する研修、講演会等の情報
を収集し広く市民に情報提供する。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-②-a

再掲 Ⅰ-1-（１）-②-a － － － － － － － － －

19 20 21 22 23 24

－
新規
60 60

60
(再210)

60
(再210)

60
(再210)

－ 170 203

b
男女共同参画に関す
る情報提供

事業所、団体等において、能力に応じた女性管理職の登用を
促進するよう、周知を図る。

事業所、団体等で、能力に応じた女性管理職の登用を促進す
るよう、広報紙等で周知を図る。

－ － － － － － － － －
商工課

各総合支所産業課

18 20 20 20 20 20

18 14 12

－
新規
2 1 2 1 2

－ 1 0

企画政策課

各総合支所総務課

総務課

各総合支所総務課

施　策

①事業所等に
対する女性の
参画の促進

担当課

施　策 21年度实施内容

総務課

各総合支所総務課

②行政におけ
る女性職員の
能力開発・職
域拡大

a
能力開発・職域拡大

幅広い職務に対応できる能力向上及び職員のスキルアップの
ため各種研修会等へ積極的に参加させる。

自治研修センターでの研修への参加
・平成21年度 延41名
民間企業主催の研修への参加
・平成21年度　2名

事　業　名

喜多方市人材育成基本方針に基づく人材育成の一環として、
男女共同参画に関する職場内研修の实施及び職員を職場別研
修へ派遣することにより、女性の能力が発揮できる環境づく
りを図る。

市共催・企画政策課主催の男女共同参画関連講座を６回開
催。

男女共同参画に
関する職場内研
修参加者数

（３）女性の管理職への適正な登用

①人材育成に
おける男女平
等の推進

21年度实施値の説明 担当課

ふくしま自治研
修所で实施され
る研修への女性
職員派遣人数

ふくしま自治研修
所で实施される能
力開発を目的とし
た研修会へ派遣し
た女性職員数
（名）

・新規採用職員研修　前期 2名、後期 2名
・法制執務講座　1名
・接遇实践講座　1名
・政策法務講座　1名
・クレーム対応講座　2名
・リスクマネジメント講座　1名
・法律入門講座　1名
・エクセル講座　1名

a
人材育成事業

事　業　内　容

事　業　内　容 21年度实施値の説明

指標名 指標の説明

指標名 指標の説明

21年度实施内容

21年度实施内容

（２）事業所・市民団体等における女性の意思決定過程への男女共同参画の拡大

施　策 事　業　名

全庁

①審議会等へ
の女性の参画
の推進

担当課

事　業　名 事　業　内　容

21年度实施値の説明

指標名 指標の説明

地方自治法第202条の3に基づく25審議会（広域を含ま
ない）の委員総数307人中、女性委員は90人で登用率
29.3％であり、目標を達した。
委員が充て職になっている場合は、女性委員の割合を
上げようとしても難しい面もある。

a
審議会等への女性の
参画の推進

各課において、審議会等の委員を選考する時には喜多方市総
合計画の目標値「委員数に占める女性委員の割合を平成28年
度までに40％（平成23年度までに35％）とする」の達成を図
る。

本市における女性登用率の現状と目標値について公表し、女
性参画を促した。

喜多方市男女共生のつどいを職場研修に位置づけたた
め、延べ参加者数203名と目標値以上の結果となっ
た。

平成22年度目標値を上回ったため、平成21年度实施値
を基に、平成22年度以降の目標値を再設定した。

市の審議会等に
おける女性委員
の割合
【総合計画】

本市が設置する各
種審議会等におけ
る女性委員の割合
（％）

③行政におけ
る女性の管理
職への登用の
推進

a
女性管理職の育成・
登用

女性のキャリアアップ又は女性管理職を養成するための各種
研修会等へ職員を派遣し、職員の資質向上を図り女性管理職
の登用を推進する。

自治大学校「新時代・地域経営コース」への参加
・平成21年度 0名 (但し男性職員1名参加）
東北自治研修所「中堅職員研修」への参加
・平成21年度 0名 (但し男性職員1名参加）

東北自治研修所
で实施される研
修への女性職員
派遣人数

東北自治研修所で
中堅職員を対象と
するスキルアップ
を目的とした研修
会へ派遣した女性
職員数(名)

H21年度は男性職員が出席したため、目標値に達しな
かった。

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

男女共同参画に関
する市職員の職場
内研修会への参加
者数　（名）

11



　　　　　わたしたち
目標Ⅲ　男女は、ともに参加します　～対等な立場で担う社会～
１　様々な意思決定過程への男女共同参画の拡大

19 20 21 22 23 24

①市政に関す
る情報の提供

a
市政に関する情報提
供

各担当課において審議会等の委員公募や市民生活に関わりを
持つ事業を实施する際には、市政に対する関心を高めるため
に市民に分かりやすく情報を提供する。

広報きたかた、ホームページ等の広報媒体により随時情報提
供を行った。

－ － － － － － － － －

②パブリッ
ク・コメント
の推進

a
パブリック・コメン
トの推進

各担当課は、市民に影響を及ぼす事業について、市民の意見
を反映できるように努める。

パブリックコメント（意見募集）の实施件数2件。それぞれ
に対する意見は無かった。
・喜多方市景観計画の素案に対するパブリックコメント
(7/6-8/5)
・喜多方市次世代育成支援行動計画（案）へのパブリックコ
メント(2/15-3/15)

－ － － － － － － － －

③情報公開制
度の推進

a
情報公開制度の推進

市民から市の保有する公文書公開の請求があった時には、喜
多方市情報公開条例に沿って情報を開示し、市民の市政への
参加のもと、公正で民主的な市政の推進を図る。

情報公開制度の周知について広報きたかたに掲載するととも
に前年度の实施状況を公表した。

・平成21年度 45件（平成22年6月広報きたかた掲載）

－ － － － － － － － －

（４）市政への関心を高めるための広報活動

担当課

全庁

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施内容 指標名 指標の説明 21年度实施値の説明

上段：目標値

下段：实施値（男性：女性）
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　　　　　わたしたち
目標Ⅲ　男女は、ともに参加します　～対等な立場で担う社会～
２　女性のエンパワーメントの推進と自立促進

（１）能力の開発・向上に向けた取り組みの支援

19 20 21 22 23 24

a
男女共同参画に関す
る学習機会の提供

各課で所管する団体が实施する女性人材育成に関するセミ
ナー等を企画政策課で取りまとめ市民に周知、参加を促すこ
とで女性のエンパワーメントを図る。

喜多方市主催による男女共同参画推進員養成講座を5回開
催。（市職員实務教養講座5回）
① 9/25   男女共生について、ワークショップ　　25名参加
②10/15  子育てのごほうび　　　26名参加
③10/29  講話「介護体験事例」、实技「太極拳ゆったり体
操」他　22名参加
④11/20　講話「悩み、なやみ・・・自分さがし」　33名参
加
⑤1/14　  講話「話し方」30名参加　　　合計　延べ136名

喜多方市男女共生のつどい实行委員会による「喜多方市男女
共同共生のつどい」を共催。（市職員实務教養講座）
  11/2開催  630名参加

－ － － － － － － － －

企画政策課
(関係各課)

各総合支所総務課
(関係各課)

b
男女共同参画推進関
連事業

男女共同参画の意識啓発のため、男女共同参画推進に資する
事業に対し補助金を交付し市民の学習機会の充实を図る。
また、活動団体を育成し地域における男女共同参画を推進す
る。
《再掲》　Ⅰ-1-（１）-①-a

再掲　Ⅰ-1-（１）-①-a － － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

②チャレンジ
しやすい環境
づくり

a
女性のチャレンジ支
援事業

「チャレンジ相談」窓口を設置している福島県男女共生セン
ターや関係各課、関係機関と連携し、意欲と能力を持つ女性
が活躍できるよう相談や講習会等の情報提供を行う。

－ － － － － － － － －

③女性団体へ
の活動支援

a
学習機会の充实

各課から男女共同参画に関する情報を収集・提供し学習機会
の充实を図る。

－ － － － － － － － －

19 20 21 22 23 24

①能力開発へ
の支援

a
新事業・起業支援事
業

女性のチャレンジに対する支援を行うため、起業するに当
たっての助成制度や支援策を進める。
女性起業家が増加することにより、地域経済、地域社会にお
いての女性の地位向上が図られることから、起業するにあ
たっての融資制度を設け、新事業・起業への支援を行ってい
く。
《再掲》　Ⅱ-2-（3）-②-a

女性のチャレンジに対する支援を行うため、起業するに当
たっての助成制度や支援策について、広報紙等で周知を図っ
た。

－ － － － － － － － －

②再就職の支
援

a
再就職支援事業

ハローワーク等と連携し、女性の職域拡大や職業能力の向上
等のための情報提供を行う。
高齢者が持つ豊な知識と経験を活かし、また生きがい活動と
経済的自立に役立てることができる「シルバー人材セン
ター」への加入を促進し、併せてシルバー人材センター活動
の充实を図る。

在宅ワークセミナーを４回開催し、女性の就労意欲の向上を
図った。また、シルバー人材センターの業務内容を紹介し、
会員拡大を図った。

－ － － － － － － － －

③在宅ワーク
の促進

a
在宅ワーク・再就職
セミナーの開催

ハローワーク等と連携し、女性の職域拡大や職業能力の向上
等のための情報提供を行う。
《再掲》　Ⅱ-2-（2）-③-a

再掲　Ⅱ-2-（2）-③-a － － － － － － － － －

商工課

各総合支所産業課

企画政策課
(関係各課)

各総合支所総務課
(関係各課)

21年度实施値の説明 担当課

（２）女性の就業支援、人材育成

①エンパワー
メントのため
の教育・学習
活動

施　策

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明 担当課

喜多方シティエフエム放送の活用及び市ホームページに男女
共同参画コーナーを開設し、相談窓口や講習会等の情報提供
を図った。

21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

事　業　名

指標名 指標の説明

事　業　内　容 指標名 指標の説明21年度实施内容
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　　　　　わたしたち
目標Ⅳ　男女は、ともに支え合います　～安心なくらし～
１　生涯にわたっての健康な心とからだづくり

（１）健康な心とからだづくりのための相談・指導体制の充实

19 20 21 22 23 24

a
こころの健康講演会

自殺死亡率が会津保健所管内においても高水準に位置してい
るため、自殺防止のための啓発活動を継続的に行い心の健康
について広く市民に周知する。

「笑い」をキーワードに「笑いと健康」について講演会を实
施
・出席者　314名（平成20年度 150名）

－ － － － － － － － －

②心とからだ
の健康を維持
するための相
談･指導体制の
充实

19 20 21 22 23 24

a
高齢者生産活動セン
ター、老人クラブへ
の参加

高齢者の生きがいを高めるための生産活動や社会参加を促し
引きこもりを防止及び高齢者相互の交流を深め健康の増進、
教育の向上を図る。

高齢者の生きがいを高めるための生産活動や社会参加を促し
引きこもりを防止及び高齢者相互の交流を深め健康の増進を
図る。
【内容】
○高齢者生産活動センター
　高齢者が今まで培った豊富な経験と技術を生かしながら、
手芸、陶芸、押し花絵、わら工芸、園芸薬草、菌茸、織物の
7グループで生産活動を行い、また、市内の小学校、公民
館、福祉施設などで陶芸教室、押し花絵教室などの指導を行
い、生きがいづくりを行った。
　陶芸教室等の指導（延べ24回）手芸（週1回）、陶芸（週2
回）、織物（週1回）、押し花絵（2週に1回）、園芸（週2
回）
○老人クラブ
　各種スポーツ活動に参加し健康づくりや奉仕活動を行い引
きこもりの防止になり、高齢者相互の交流を深めることがで
きた。
　ニュースポーツ促進事業109回（参加者1,792人）スポーツ
交流大会8回（参加者654名）歩け歩けウォーキング事業2回
（参加者170人）高齢者教室16回（参加者397人）

－ － － － － － － － －
高齢福祉課

各総合支所市民課

ｂ
生きがいづくりの支
援

高齢者相互の話し合いや学習を通し自らが生きがいを見いだ
すとともに、長くなる老年期に対処するための生活設計を立
てる。

高齢者の生きがいづくり、仲間づくり等を目的に各種学級を
開設
・きたかた中央大学
　学級生数 84人　实施回数 8回
・外各公民館で高齢者対象の学級を開催
　　開設教室数　15教室
　　延べ参加者数　　2,645人

－ － － － － － － － －

生涯学習課
（公民館）

各総合支所教育課

②高齢者が安
心して暮らせ
る生活への支
援

a
在宅福祉サービス事
業

高齢者が在宅で安心して暮らせるように支援を行う。

高齢者が在宅で安心して暮らせるように支援を行った。
【支援内容】
自立支援訪問介護サービス事業（延べ100人）、自立支援デ
イサービス事業（延べ306人）、給食サービス事業（延べ
12,914食）、緊急通報システム事業（305人）、高齢者介護
用品給付事業（延べ2,184人）、高齢者福祉タクシー利用助
成事業（30人）、訪問理美容サービス事業（13人）、寝具洗
濯乾燥サービス事業（30人）、高齢者にやさしい住まいづく
り助成事業（18人）、車いす同乗軽自動車貸出事業（11
人）、ひとり暮らし高齢者安全協力員事業（666人）など。

－ － － － － － － － －

300 450 600 750 900 1,050

300 500 600

b
介護予防事業
（一般高齢者施策）

介護予防に対する取り組みを高齢者自らが行い、地域におい
て自立した生活を営めるよう支援する。

健康相談、健康教育を通し、介護予防の普及、实践ができる
よう支援。
・健康教育　　205回　延べ　2,698名
・健康相談　　175回　延べ　1,348名

－ － － － － － － － －
保健課

各総合支所市民課

－ － － －

保健課

各総合支所市民課

－

生活習慣予防のための地区健康相談：60回、497名
健康講演会の開催
・食育シンポジウム（喜多方：男26名、女112名　熱塩加
納：男1名、女24名　塩川：男1名、女11名　山都：男5名、
女23名　高郷：男4名、女8名　市外：男2名、女6名　計男39
名、女184名、総計223名）
・健康を支える栄養学講演会（喜多方：男12名、女140名
熱塩加納：男2名、女5名　塩川：男10名、女70名　山都：男
1名、女14名　高郷：男0名、女10名　市外：男1名、女4名
市職員・各団体・男15名、女36名、計男41名、女279名、総
計320名）
・ガン予防関係　169名

21年度实施値の説明

担当課

施　策 事　業　名 担当課

市民のだれもが、生涯にわたって豊かで健康に過ごせるよう
に、「自分の健康は自分でつくる」という健康意識を確立
し、病気の予防や健康づくり、そして障がいがあっても安心
して生活ができる地域保健活動を推進する。

a
喜多方市保健事業

－

（２）「高齢者の生涯現役」を支援する体制の充实

指標名 指標の説明事　業　内　容

①生きがい対
策の促進

①すべての人
にとっての健
康な心とから
だづくりの推
進

事　業　内　容 21年度实施値の説明施　策 事　業　名

③高齢者が自
立して生活で
きる体制の充
实

21年度实施内容 指標名 指標の説明

－

21年度实施内容

－

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

－

目標値に達することができた。
  市内愛好者：472名（市内12施設を含む）
　指導者128名

高齢福祉課

各総合支所市民課

a
太極拳ゆったり体操
普及事業

本市が福島県立医科大学、会津保健所と協働で2年をかけて
開発した、「太極拳ゆったり体操」を市民に普及することに
より介護状態に陥る方を減らし、高齢者が地域において自立
した生活を営めるようになることで、家族の介護負担の軽減
や介護への不安解消を図る。

太極拳ゆったり体操普及事業を市民の介護予防に寄与する目
的で实施した。新たに太極拳ゆったり体操ボランティアを育
成し、各地区に出向き講習を行う地区推進事業を实施した。
【内容】
○太極拳ゆったり体操教室の实施（全42回）
○太極拳ゆったり体操体験教室の实施（22回）
○指導員養成講習会の实施（年11回）
○太極拳ゆったり体操地区支援（6地区）
○太極拳ゆったり体操ボランティアの育成（26名）

太極拳ゆったり
体操愛好者数

太極拳ゆったり体
操教室受講者、太
極拳ゆったり体操
サポーター講習会
受講者及び指導者
数（名）
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　　　　　わたしたち
目標Ⅳ　男女は、ともに支え合います　～安心なくらし～
１　生涯にわたっての健康な心とからだづくり

19 20 21 22 23 24

a
「ご結婚されたお二
人へ」のパンフレッ
ト配布

結婚を機会に、女性の身体的な特性への理解や、出産や子育
て等を含むライフプランを考えるためのパンフレットを配布
する。

婚姻届出者に配布　191件 － － － － － － － － －

b
マタニティーマーク
の普及

妊娠・出産に関する安全確保のために、地域及び関係機関に
妊産婦に対しての理解を広め、妊娠中であることを示すマタ
ニティーマークを普及し妊婦にやさしい環境づくりを呼びか
ける。

妊娠届出時配布　358名
－ － － － － － － － －

a
母子保健事業

健やかな妊娠・出産・育児をとおして母性・父性がはぐくま
れ、親子がよりよい生活を送ることができるよう支援する。

母子健康手帳交付　358名　各種健康診査84回　離乳食教室
12回　健診事後教室18回　所内相談会　60回　虐待予防検討
会12回　思春期教室　5回　訪問　813名

－ － － － － － － － －

ｂ
妊産婦医療費給付事
業

国民健康保険被保険者である妊産婦の医療費一部負担金を無
料とする。

平成21年度实績
・3,136千円

－ － － － － － － － －

ｃ
乳幼児医療費助成事
業

乳幼児の疾病又は負傷の治療を促進し、乳幼児の保健の向上
を図る。
《再掲》　Ⅱ-1-（2）-②-j

再掲　Ⅱ-1-（2）-②-j － － － － － － － － －

目標値（再：再設定値）
指標名 指標の説明

上段：目標値

下段：实施値（男性：女性）

①母性への理
解と尊重

（３）母性の保護と母子保健事業の推進

21年度实施内容

②母子保健事
業の推進

保健課

各総合支所市民課

担当課施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明
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　　　　　わたしたち
目標Ⅳ　男女は、ともに支え合います　～安心なくらし～
２　すべての人が安心して暮らせる社会の実現

（１）障がいのある人の生活安定と社会参加の支援

19 20 21 22 23 24

a
地域生活支援事業

障がい者が地域で自立した社会生活が送れるように地域の特
性や障がい者の状況に応じた柔軟な事業を实施する。また障
がいの有無にかかわらず個性を尊重し安心して暮らすことの
できる地域社会の实現を図る。

地域活動支援事業等10項目の事業を实施。
・事業費 44,636千円

－ － － － － － － － －
社会福祉課

各総合支所市民課

b
精神保健事業

精神障がいについての正しい知識を普及し、精神障がい者本
人の社会復帰及びその自立と家族支援、社会活動への参加に
対する市民の関心と理解を深めていく。

いいとよの会（地域デイケア）
・20回開催、延べ。166名参加
訪問事業
・38件　延べ　74名
電話相談
・32件　延べ91名
・精神障害について正しい知識の普及
・自殺予防啓発パンフレット全戸配布　17,909枚

－ － － － － － － － －
保健課

各総合支所市民課

c
障がい者福祉援護事
業

ユニバーサルデザインの視点に立った生活基盤を整備するた
めオストメイト(人工肛門、人工膀胱造設者)対応トイレを設
置する。

西四ツ谷観光駐車場にオストメイト対応トイレを設置した。
（4月）

－ － － － － － － － －
社会福祉課

各総合支所市民課

②障がいのあ
る人が安心し
て暮らせる生
活への支援

a
精神保健事業

精神障がいについての正しい知識を普及し、精神障がい者本
人の社会復帰及びその自立と家族支援、社会活動への参加に
対する市民の関心と理解を深めていく。

心の健康講演会を開催
・314名参加（男性31名、女性283名）（平成20年度 150名）
（喜多方：男性26名、女性194名　熱塩加納：男性0名、女性
11名　　塩川：男性0名、女性41名　山都：男性4名、女性22
名　高郷：男性0名、女性16名　　市外：男性1名、女性8
名）

－ － － － － － － － －
保健課

各総合支所市民課

19 20 21 22 23 24

a
母子寡婦福祉資金貸
付事業

母子家庭又は寡婦の経済的自立の助成と生活意欲の向上のた
め各種資金を貸付ける。

母子寡婦福祉資金貸付事業
・平成21年度16件　15,145,000円

－ － － － － － － － －

b
ひとり親家庭医療費
助成事業

ひとり親家庭の生活の安定と健康の保持を図るため、ひとり
親家庭の親及び児童並びに父母のいない児童に対し医療費を
助成する。

ひとり親とその児童(18歳未満)の医療費について月額1,000
円を超えた金額を助成。
・平成21年度　受給者　1112人　支給額13,220,271千円

－ － － － － － － － －

c
児童扶養手当支給事
業

　ひとり親家庭の生活の安定と自立を支援するため、父と生
計を同じくしていない児童等を養育している母等へ手当を支
給する。

ひとり親家庭の経済的支援として全部支給の場合月額41,720
円を支給し生活の安定と自立を支援。
・平成21年度　受給者数　441人、支給額　183,673千円

－ － － － － － － － －

a
児童相談員設置事業

家庭における児童養育指導、いじめ、不登校などの諸問題の
助言、解決に向け関係機関との連携を図りながら解決してい
くことによって児童福祉の向上を図る。
要保護児童対策地域協議会を設置し、保護を要する児童の早
期発見、その適切な保護及びその家庭への適切な支援を図
る。

児童相談員1名を配置し巡回児童相談会
・平成21年度　　6回開催。
要保護児童対策地域協議会ケース検討会
・平成21年度　40回開催。

－ － － － － － － － －

b
女性相談員設置事業

配偶者のいない女子で現に児童を扶養している方、寡婦を対
象に相談を受け解決していくことにより母子及び寡婦の福祉
向上を図る。

女性相談員を1名雇用し母子寡婦家庭の支援事業を实施。
・事業費　2,620千円

－ － － － － － － － －

①ノーマライ
ゼーションの
意識づくり

（２）ひとり親家庭の生活の充实への支援

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明 担当課指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

担当課施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

社会福祉課

各総合支所市民課

①公的支援の
充实

②相談体制の
充实
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　　　　　わたしたち
目標Ⅳ　男女は、ともに支え合います　～安心なくらし～
２　すべての人が安心して暮らせる社会の実現

19 20 21 22 23 24

a
障がい者福祉援護事
業

ユニバーサルデザインの視点に立った生活基盤を整備するた
めオストメイト(人工肛門、人工膀胱造設者)対応トイレを設
置する。
《再掲》　Ⅳ-2-（1）-①-c　（35ページ）

再掲　Ⅳ-2-（1）-①-c － － － － － － － － －
社会福祉課

各総合支所市民課

b
ユニバーサルデザイ
ンに配慮したまちづ
くり

誰もが安心して暮らすことが出来る環境を整備するため、ユ
ニバーサルデザインに配慮したまちづくりを推進する。

公共施設の新設・改修等にあたり、ユニバーサルデザインに
配慮して事業を实施し、環境の整備を推進した。

－ － － － － － － － － 全庁

目標値（再：再設定値）
下段：实施値（男性：女性）

①バリアフ
リーをめざし
たまちづくり
の推進

（３）障がいのある人・高齢者の視点が生きるまちづくりの推進

施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施値の説明 担当課指標名 指標の説明21年度实施内容

上段：目標値
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　　　　　わたしたち
目標Ⅳ　男女は、ともに支え合います　～安心なくらし～
３　男女間の暴力の根絶

（１）相談体制の充实

19 20 21 22 23 24

a
女性相談員設置事業

住民のドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラ
スメント等の相談を受け、被害者を支援し保護と自立支援を
関係機関と連携を図りながら対処していく。

女性相談員を1名雇用しＤＶ等の相談事業を实施した。
・事業費　2,620千円
・平成21年度　18件（平成20年度14件）

－ － － － － － － － －
社会福祉課

各総合支所市民課

b
人権相談

市内人権擁護委員による相談会
毎月広報に相談日を掲載し、定期的に人権相談会を实施して
いる。

－ － － － － － － － －
生活環境課

各総合支所市民課

a
啓発事業

関係機関が開催する、ドメスティック・バイオレンス及びセ
クシュアル・ハラスメント防止のための啓発事業に関する広
報周知を行う。

ポスター・ちらしの配布及び掲示 － － － － － － － － －
企画政策課

各総合支所総務課

③セクシュア
ル・ハラスメ
ントの防止

（２）被害者の保護や自立支援の促進

19 20 21 22 23 24

①暴力行為か
らの安全の確
保

②自立支援の
促進

社会福祉課

各総合支所市民課
－

a
女性相談員設置事業

住民のドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラ
スメント等の相談を受け、被害者を支援し保護と自立支援を
関係機関と連携を図りながら対処していく。
《再掲》　Ⅳ-3-（1）-①-a

再掲　Ⅳ-3-（1）-①-a － －－ －－－ －－

指標の説明
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

－

21年度实施値の説明

－ － － －

担当課

上段：目標値

－ － －
社会福祉課

各総合支所市民課

担当課施　策 事　業　名 事　業　内　容 21年度实施内容 指標名 指標の説明 21年度实施値の説明

上段：目標値
目標値（再：再設定値）

下段：实施値（男性：女性）

指標名

住民のドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラ
スメント等の相談を受け、被害者を支援し保護と自立支援を
関係機関と連携を図りながら対処していく。
《再掲》　Ⅳ-3-（1）-①-a

事　業　内　容

①女性に対す
る暴力に関す
る相談事業の
充实

②配偶者等か
らの暴力の防
止

b
女性相談員設置事業

再掲　Ⅳ-3-（1）-①-a －

21年度实施内容施　策 事　業　名
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